
  

長崎県社会福祉協議会 詳しくはこちら 
〒852-8555 長崎市茂里町 3-24 
TEL：095-846-8657  
URL：https://nagasaki-pref-shakyo.jp/ 

一緒に・本気で 

検索 長崎県社協 研修 

せ っ か く 
受けるなら 
県 社 協 

抜群のタイパ 
 研修の約９割をオンライン（zoom）で

実施。移動時間の負担なく受講できま

す。もちろん移動経費も削減可。 

質の高いラインナップ 
 著名（主に県外）な講師による「ハイ

レベルの講義」と、長年の事業実施

ノウハウは、“質”に自信アリです。 

ニーズに沿ったテーマ 
アンケート調査分析に基づき、技術系、キ

ャリア支援系、運営系…と幅広い研修テー

マを設定。基礎・応用とレベル分けされた

研修もあり、必要な研修も受けたい研修

も、ニーズに合わせて選べます。 

講師への相談 OK 
受講後の“放課後時間”を新設。講師へ

の質問や受講者同士の交流時間として

利用いただけます。 

会員メリットが拡大 
県社協会員のみなさまには、県域全体の地

域福祉推進に向けて、日頃よりご支援をい

ただいています。その感謝の意味でも、会員

価格を見直し、より活用いただきやすい研修

事業をご提案します。 
 

法定研修に対応 
義務的「法定研修」や、加算要件研修等

をラインナップ。しかも基本的な内容+α

の、深くて濃い研修内容が特徴です。 

楽々 持ち帰り研修 
当日資料とは別に“まとめ資料兼

伝達研修用資料”を提供。研修効

果の職場内への波及を支援しつ

つ、受講者の負担減を図ります。 

充実の階層別研修 
事前課題で上司の期待と受講者

の思いをすり合わせ、受講効果を

アップ。他職場の方との交流も自

身を見直す機会となります。 

モチベーションアップ 
集合型だけでなくオンライン型でも

グループワークを実施。外部研修

ならではの有意義な情報交換に

受講成果大です。 

職場内研修もサポート 
法人内・職場内で共通認識づくりに効果

大。オンライン開催（zoom）対応のメニュ

ーでは運営サポート可で安心です。オプシ

ョンでアレンジも相談いただけます。 
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SNS でも発信中 

長崎県の福祉人材を育てる 

福祉の人材育成を全面バックアップ 
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＜
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＞
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令和７年度　「テーマ別研修」　実施一覧

※受講レベルの目安　　　　　　　：現場での実務担当者、　　　　　　　：現場の指導的立場の方・有経験者、リーダー・管理的立場の方 

※オンライン（zoom）研修を中心に、テーマによって集合型でも開催します。

No. 開催時期 研修名 基礎/応用 カテゴリー 法定 主任 階層

1 5/14（水） 非常災害時の対応 基礎 経営支援 ○ ★ ■

2 5/15（木） 感染症・食中毒予防とBCP 基礎 経営支援・福祉技術等向上 ○ ★ ■

3 5/30（金） 自然災害の緊急時対応・BCP 基礎 経営支援 ○ ★

4 6/2（月） 福祉・介護現場の接遇 基礎 人材育成基盤強化・福祉技術等向上 ○ ■

5 6/11（水） 身体拘束廃止 基礎 福祉技術等向上 ○ ★ ■

6 6/13（金） 事故発生予防・再発防止（高齢・障害対象） 基礎 経営支援 ○ ★

7 6/20（金） ストレスマネジメント（精神的ケア） 応用 経営支援・人材育成基盤強化 ○ ★ ■

8 6/26（木） 認知症ケア 基礎 福祉技術等向上 ★ ■

9 7/3（木） 虐待防止（高齢・障害対象） 基礎 福祉技術等向上 ○ ★ ■

10 7/10（木） 事故発生予防・安全計画（児童対象） - 経営支援・福祉技術等向上 ○ ■

11 7/17（木） 身体拘束廃止 応用 福祉技術等向上 ○ ★

12 7/25（金） 褥瘡予防 - 福祉技術等向上 ○ ★ ■

13 8/7（木） 非常災害時の対応 応用 経営支援 ○ ★

14 8/8（金） プライバシー保護と倫理・法令遵守 基礎 経営支援・福祉技術等向上 ○ ■

15 8/21（木） 虐待防止（高齢・障害対象） 応用 福祉技術等向上 ○ ★

16 8/25（月） 自然災害の緊急時対応・BCP 応用 経営支援 ○ ★

17 9/2（火） 口腔衛生 - 福祉技術等向上 ○ ★ ■

18 9/4（木） 事故発生予防・再発防止（高齢・障害対象） 応用 経営支援・福祉技術等向上 ○ ★

19 9/10（水） ターミナルケア 基礎 福祉技術等向上 ○ ★ ■

20 9/18（木） ハラスメント防止 - 経営支援・人材育成基盤強化 ○ ★ ■

21 9/26（金） ストレスとセルフケア（精神的ケア） 基礎 人材育成基盤強化 ○ ★

22 10/2（木） 認知症ケア 応用 福祉技術等向上 ★

23 10/7（火） 異変発見・急変時対応 - 福祉技術等向上 ★

24 10/9（木） 感染症・食中毒予防とBCP 応用 経営支援 ○ ★

25 10/24（金） ターミナルケア 応用 福祉技術等向上 ○ ★

26 10/29（水） 【集合】介護現場の「なぞルール」解消 - 経営支援・人材育成基盤強化 ★

27 11/6（木） プライバシー保護と倫理・法令遵守 応用 経営支援・人材育成基盤強化 ○ ★

28 11/12（水） 高齢障害者への支援 - 福祉技術等向上 ★

29 11/19（水） 【集合】排泄ケア実践ポイント - 福祉技術等向上 ★

30 12/2（火） 福祉・介護現場の接遇 応用 人材育成基盤強化・福祉技術等向上 ○

※オンライン研修は、講義2.5時間のあとに講師への質問や受講者同士で話すことのできる“放課後時間”30分（自由退出）を設けています。

※○（法定） ：各基準・省令等で義務、もしくは実施が望ましい取り組みとされている研修テーマの総称（内容は各研修詳細で確認ください）

※★（主任） ：主任介護支援専門員更新研修における「法定外研修」

※■（階層） ：本会階層別研修にパッケージされている研修

※上記の研修実施予定については、今後開催テーマ・時期等の変更が生じる場合がありますので、予めご了承願います。

令和7年3月25日現在


